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一人ひとりの子どもの声を聴き、子どもの心に寄り添い、子どもが安心してすごせる学校・教室づくりをすすめよう 
 

替
え
を
い
つ
と
る
の
か
」
の
声

も
き
か
れ
ま
す
。 

分
散
登
校
、
短
縮
授
業
の
変

則
的
な
学
校
再
開
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
は
長
期
の
休
校
で
集

団
生
活
、
学
校
生
活
そ
の
も
の

へ
の
復
帰
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
ま
で
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安

も
相
ま
っ
て
、
登
校
し
ぶ
り
や
、

集
団
活
動
、
学
習
活
動
に
困
難

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
聞
か
れ

ま
す
。 

学
習
内
容
の
履
修
優
先
で
、

暑
い
時
期
の
授
業
や
少
な
く
な

る
夏
休
み
に
集
中
力
の
維
持
も

難
し
く
な
り
、
効
率
も
落
ち
、
落

ち
こ
ぼ
し
の
増
加
に
つ
な
が
る

と
多
く
の
教
職
員
が
懸
念
し
て

い
ま
す
。 

  

吉
村
知
事
の
頭
ご
な
し
の
夏

休
み
短
縮
方
針
に
対
し
て
、
教

職
員
か
ら
は
、
現
場
の
実
態
無

視
し
た
発
言
だ
と
怒
り
の
声
が

広
が
っ
て
お
り
、
枚
方
の
現
場

で
も
こ
れ
に
従
う
方
針
が
出
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

今
回
の
市
教
委
通
知
を
聞
い

て
「
力
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
」

「
平
日
６
日
の
夏
休
み
に
、
夏

期
特
休
５
日
、
土
曜
授
業
振
り

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

学
習
内
容
の
精
選
、
現
場
の
裁

量
権
の
最
大
限
の
尊
重
に
他
な

り
ま
せ
ん
。 

 

 

 

  

 

はたくさんある。そのためにも、組合加入を広げよう｣

と訴えました。 

 ５人が発言にたち、感染予防対策で大変な状況や学校

再開を喜ぶ子どもの声が紹介され、「学習課題の押しつ

けに終わらぬよう、子どもたちに大切なことを共同して

とりくもう」など、寄せられました。 

 親組合・女性部とも原案が採択されました。 
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ど
を
含
む
通
知
を
だ
し
ま
し
た
。 

タ
ダ
で
さ
え
分
散
授
業
、
感
染

防
止
に
負
わ
れ
て
疲
労
の
見
え

る
教
職
員
た
ち
も
、突
然
の
知
ら

せ
に
職
員
室
に
は
ど
よ
め
き
が

起
こ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
先
立
っ
て
、吉
村
知
事

は
５
月
29
日
に
、
休
校
が
続
く

府
立
学
校
の
授
業
時
間
を
確
保

 

職
場
に
突
然
、 

市
教
委
の
通
知
が 

枚
方
市
教
委
は
各
学
校
に
夏

休
み
の
短
縮(

8/

8
～
18
の

11
日)

、
土
曜
授
業
の
実
施(

学

期
に
1
回)

、
中
３
で
の
週
１
日

程
度
の
７
時
間
授
業
の
実
施
な

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ 

で
初
配
信 

か
つ
て
な
い
長
期
の
休
校
の

中
で
、
し
か
も
新
学
習
指
導
要

領
の
、
通
常
で
さ
え
限
界
を
超

え
た
学
習
量
、
高
度
す
ぎ
る
課

題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
年
で

取
り
戻
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と

は
、
現
場
の
教
職
員
に
と
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
実
情
を
前
に
し

て
考
え
ら
れ
な
い
方
針
で
す
。 

 

文
部
科
学
省
も
、
５
月
15
日

の
通
知
で
「
中
３
、
小
６
以
外

の
学
習
内
容
の
遅
れ
を
、
複
数

年
度
で
解
消
す
る
こ
と
を
認
め

る
」
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

中
３
生
の
受
験
を
考
え
て

も
、
受
験
範
囲
の
削
減
、
選
択

制
に
こ
そ
府
教
委
が
率
先
し
て

「教
職
員
の
働
き
を
守
る
」枚
方
教
組
に
信
頼
と
共
感 
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す
る
た
め
に
、
「
夏
休
み
は
10

日
間
、
冬
休
み
は
7
日
間
、
土

曜
授
業
も
5
日
間
の
実
施
」
方

針
を
示
し
、
市
町
村
に
も
こ
れ

に
準
じ
た
対
応
を
求
め
て
い
ま

す
。 

 

現
場
や
子
ど
も
の
負
担
が

増
大
し
、
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

コロナ禍でも、「組合の存在あればこそ！」 

希望ある、 
あたたかい学校づくりを 

 
枚方教組、第 62回定期大会をひらく 

 枚方教職員組合は５月 29日(金)、第 62

回定期大会と第 32 回女性部大会を開き、

コロナ禍のもとで子どもと教育を守り、教

職員の権利の拡充、組合の輪を広げるとり

くみを推進する方針を採択しました。 

 大会は、コロナウイルス感染予防のた

め、対策を行ったうえで、Ｚｏｏｍ 参加

などの工夫のうえ開催されました。 あいさつする

有馬委員長 

有馬委員長は、 「コロナ対策で様々な制限がある中でも、

LINEを活用して情報を広く、組合の枠を超えて提供したこと、

職場の声をとりあげて、働く仲間を守ろうと取り組みを広げた

ことを紹介。枚方教組に信頼と共感が寄せられ、組合加入が進

んでいる」と述べました。

方針を訴える

菅書記長 

 菅書記長は、｢この間の教職員

の働きについて組合が府や市の

段階で交渉もあり、職免や在宅勤

務実施につながり、職場で歓迎さ

れている。学校再開という段階で

も職場には要求が渦巻いている。

どうしたらいいのかという、やり

場のない、声なき声を集め、改善

へと迫るなど、組合だからできる

こと、組合に求められていること 職
場
か
ら
怒
り
の
声
、 

 

子
ど
も
の
悲
鳴 

学
習
内
容
精
選
、 

受
験
範
囲
の
削
減
こ
そ 

枚
方
教
組
、 

提
案
の
見
直
し
を
求
め
る 

枚
方
教
組
調
べ
で
は
、
現
在
、

北
河
内
で
は
寝
屋
川
（
8/

1
～

16
）、
大
東(

8/

1
～
19)

、
四
條

畷(

8/

1
～
18
）
な
ど
と
く
ら
べ

枚
方
の
方
針
が
際
立
っ
て
い
る
こ

と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。 

枚
方
教
組
は
休
校
期
間
中
に
２

度
に
わ
た
り
市
教
委
に
要
望
書
を

提
出
、
そ
の
中
で
、
授
業
時
間
確

保
の
た
め
の
夏
休
み
短
縮
、
土
曜

授
業
拡
大
の
前
に
、
市
教
委
の
イ

ベ
ン
ト
事
業
や
学
校
に
求
め
る
課

題
の
見
直
し
、
中
止
を
求
め
て
き

ま
し
た
。 

 

今
回
の
市
教
委
の
提
案
に
対
し

て
も
、
６
月
２
日
に
枚
方
教
組
と

し
て
、
上
記
の
内
容
を
元
に
、
職

場
で
の
市
教
委
通
知
発
表
時
の
職

員
の
率
直
な
反
応
や
声
を
し
め
し

て
、
提
案
の
見
直
し
を
求
め
ま
し

た
。 

 

た
だ
で
さ
え
現
場
は
、
感
染
予

防
に
多
大
の
労
力
を
割
き
な
が
ら

の
学
校
活
動
再
開
で
多
忙
を
極
め

て
い
ま
す
。 

今
回
の
市
教
委
提
案
の
見
直
し

と
と
も
に
、
学
習
内
容
の
精
選
、

従
来
の
市
教
委
課
題
の
見
直
し
や

現
場
へ
の
裁
量
権
の
尊
重
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 

取
り
組
む
べ
き
で
す
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
夏
休
み
短
縮

な
ど
の
通
知
は
、
現
在
の
教
科
書

の
年
度
内
履
修
を
優
先
し
た
、
現

場
と
子
ど
も
に
無
理
を
強
い
る
内

容
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 


